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aun 丘hu  an  aon&haan,innekotan,(aonaha)autarineWa0kaan  pene 
hike ， asir ， aonaha@ka ， ponan@hine@anak@iramante ， yuk@ne@ciki ， kamuy 
ne@ciki ， nuwe@koan@wa ， iyerespa@p@ne@a@korka ， tane@anak@poroan@pe@ne 
kusu,@akotanu@un@utar@ekimne@kor,@atura@wa@ekimnean@kor,@yuk@ne@ya 
kamuy@ne@ya@aeawnarura@kor ， okaan@pe@ne@hike ， (yuk@@@@@.)@yuk@cihoki 
kamuy@cihoki@akar@a@akar@a@wa ， nuwe@akoan@pe@ne@korka ， mak@an@kusu
ene@ (aunu)@ aonaha@ wean@ (ne@ya)@ hi@ ne@ ya@ ka@ aeramiskari ， "@aoka 
anakne@teeta@wano ， somo@uymam@kusu@oka@utar@ane@wa ， uymam@or@un 
eytura@kuni@ka@akopan@na ， iteki itura ， "@sekor@kane@hawean@kor@akotanu 
un@utar@atura@rusuy,@"@tanpa@ne@anak@atura@rusuy@humi."@sekor@yaynuan 
hike@ka ， aonaha@ikokopan@kor@oraun ， a paan@ka@eyayramkar ， no@anan   
pe@ne@a@p@sine@an@ta,@suy@akotanu@un@utar@uymam@kor ， sa@cihoki ， 
cipekuspa@ wa@ paye@ kor@ ora,@ iyoype@ or@ ta@ ikor@ o @ ta,@ usa@ imikinkay, 
nuwe@ kooka@ w  yap@ ranke@ siri,@ aeykoytupa@ hi@ kusu， konto@ aonaha, 
ikokopan@pe@ne@korka@nuynak ， an hine@orano ， usa@cihoki@akar@a@akar@a 
arorkisne@kim@ ta i@ayne@ orau ,@ okimne@wano,@ cipo@ ani,@ sanan@hine, 
akotanu@un@utar,@ repun@noyne@iramuan@hi@kusu@akoyram@hine@orano ， 
yaycipsike@ka@nukaran@kane@ikoyram ， an@hine@repunan   
ruwe@ ne@ hine ， toop@ hunak@ta@ka@paye@hawe@ta@ka,@ sisam otan@ 
payean@ruwe@ne@hine ， (auta)@atura@utar ， anak@y ykata@yaykata@tono@kor 
utar@ patek@ aturapa@ p@ ne@kusu,@ e nhenoypa@ henoypa@ kane,@ asinuma 
anakne@tono@ka@asak,@ tanepo@apkas@pe@ane@kusu ， oro@un henoyean@hi 
ka@ aerampewtek@ wa,@ sikean@ hineno@ anan@ hine@ maciya@ opes@arpaan 
ayne,@po@hene ， maciya@noski@ta,@siporo@else@easir@ka ， mos@@   pak ci ,@po 
hene,maciyaor ぇ eykaunnopi で kaヱ uwean  cise@o 丘 owa の㎡ れば ほⅠ ぴ sinep 
soyne@hine ， "@ottena@ottena ， ， ono@esak@pe@ne@ciki ， iyor@ta@ehenoye@yak 
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私には母と父がいました・ 私たちは人の 大勢住む村の ( 父 ) 住人になって 暮ら 
していましたが ，父も私が小 t い 時には狩りをし ，鹿でも，熊でも ， どっさり 
とれて，それで 育ててくれたのでした・けれども 今は私も大きくなったもので 
すから，村の 人たちが山へ 狩りに行くとき ，私も鹿やら 熊やらとって来て 暮ら 
していました・ そして， ( 鹿・‥漉の毛皮の 売り物，熊の 毛皮の売り物をどんど 
ん作って，たくさんできていたのですけれど ，いったいどういうわけでこんな 
ことを ( 母 ) 父が言ったのかわかりませんけれど ，「私たちの 一族は昔から 交易 
をしないことになっているので ，おまえが交易について 行くのは許さないから 
が，行ってはたのだぞ ，ついて行くな ，」と言い，私は 村の人たちについて 行き 
たくて，「今年こそは ， ついて行きたいなあ Ⅱと思いました・ けれども，父が 
許してくれませんので ，行くのをあ きらめていました・ 
ところが，あ る日， また村の人たちが 交易に行くと ，いつもいろいろな 売り 
物を船に積んで 行っては，宝器やら 宝物やらいろいろな 衣料品の荷物を ， どっ 
さり手に入れて 帰って来る様子を 見ていてうらやましかったものですから ， 今 
度は父がだめだと 言ったの て すけれども，隠れて ，こっそりと 山で毛皮の売り 
物などをたくきん 作って，それから 山の方から，船をこいで 下りて行きました・ 
そして村の人たちが ， 沖へ 出るらしく思われましたので ，そこへ行って 一糸昔に 
なって，それから ，私の船荷を 前方に見ながらわ 皆 と一緒に沖 へ 出ました・ 
そうして， ず う つ とどこにどう 行ったのか，木口人の 村に着きました・ そして 
ほかの人たちは ， めいめい自分のお 得意様をもっている 人ばかりでしたので ， 
それぞれそこへ 訪ねて行っていますが ，私はお得意様もなく ，今回初めてやっ 
て来たのですから ， どこの家を訪ねたら り t,¥ のかわからないので ，荷物を背負 
ったまま， W の家並みにそって 進んで行きました・ しぼらく行くと ，町の真ん 
中にとても大きな 家 ，それはそれは 山ほどもあ る 家 ，町の家並みの 中でとび 抜 
注 ) 「船のともに 座って」の憲  
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pirka ・， sekor@ akor@ pase@ tono@ hawean@ na ， "sekor@ kane@ (hawean@ hi e) 
haweoka@kor@ikese@anpa ， hine@aiyahunke,@ruwe@ne@hine,@ahunan@akusu ， 
cise-kor-tono@"@hokure@hokure,@si   am un@ae kte@aeekte ， "@s or,@hawean 
pe@ ne@ kusu ， asikehe@ turano@ ahunan@ hine,@ nani,@ akemaha@ isam@ wa
ahuraye@hine,@ aitura,@ cise-kor-tono,@ pase@tono@ a @uske@un@nani@ aitura 
ruwe@ne@hine ， arpaan@ruwe@ne@akusu@orano ， "@h kure@hokure@sisam@un 
aeekte@ aeekte ， tanepo@ apkas@pe@ene@sir@ne@yakun@iyor@ta@anak@na ， nen 
ka@ek@ka@eramiskari@cihoki@akor@rusuy@hike@ka@nen@ka@ek@ka@eramiskari 
p  newa, a 封numaka  aeyko 克 upa  p  ed れクれノ れず eek  si で ne  na  hokure, 
ahun  ahun."  sekor  sisam  itak  ka  om   tek,  hawean  (Pe  Ⅰ 4Aara  /ヘハ
プ レダー 笑 )wa  ora,,Sama  t aan  akusu  orano  eyaykopuntek  kor, 
"@sine@po@akor@ruwe@ne ・ pe@ne@korka@ asir@ka ， emus@ka@easkay@op@ka 
easkay ， kanpi@ka@easkay ， pe@ne@korka@eytasa@rametokkor@ wa ， sonno@po 
akor@pe@ne@korka@apoho@sekor@yaynuan@ka@eaykap@no@ aeoripak ・ nep@ka 
ye@p@ anak@aakkari#)@ ahayta ka@eaykap ・ ye@ita @sine@ itak@ka@ahayta@ka 
eaykap@no@niwen@po@akor@pe@ne@ruwe@ne@a@p ， kesto@an@kor@cikap@koyki 
kusu ， ekimne@ranke ， kor@an@pe@ne@wa ， onuman@an@kor@easir@iwak@pe@ne 
yakka ， iwak@yakka ， eun@itakan@ka@ eaykap ， ihekote@ka@ itak@ka@ somo@ki 
no,@nani@ehotke@hi@un@arpa@kor@akoypuni,@wa@ipe@kor@oraun@ suy,@iporo 
ta@nuy@reye@pekor@iki@kor ， suy@kunneywa@an@kor,@hopuni@wa@nani@teppo 
uk@ tek@wa@ soyne ・ wa ，。 Ckapkoyki   n'@ sekor@ hawean@ kor ， e Ⅱ  mne@kor 
onuman@kane@iwak@kane,@ kor@ an ， apoho,@ po@ne@wa@akor@ pe@ ne@ korka 
rametok@ orke@ akoysioma@ p@ ne@ na,@ (iwak@ ・・ ， )@ tane@ tane@ onuman@ ne 
wa@iwak@nankor@na ， pirkano@ oripakno@ hokure@ koonkami@ nankor@ na ・ " 
sekor@iye   
orano@ wenisitomaan ， kor， anan@ ruwe@ ne@ ayne ， orano ， inkus ， an@kor 
anan@ruwe@ne@ayne,@onuman@an@akusu@(sonno@pa)@sonno@poka@ Syeapa- 
makayar@haw@as@hine,@aCw Ⅰ  pamaka@p ， hun@wa@anukar@ruwe,@easir@ka, 
tono@ka@utarpake@rametok@ipor@eypottum@wa@sinna@kane ， easir@ka ， pon
tono@ka@siceohaysitoma@p ， e nkarpe@pon@nociw@ne@cewsamkur ， unuunu 
注 ) akkari と言っているが ， 語り手 サダモ さん自身によって 訂正した  文字どおりに 
はく過ぎることも 不足することもできない》． 
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けて立派な家の 中から足軽がひとり 出て来て， 「おっさん，おっさん 注 1), rお 
得意様がいないのなら ， うちに寄るがよいⅡと 大殿様がお っ しやるからり と 
( 言って ) 言いながら， 私の後を追いかけて ， 私を家の中に 入れてくれました・ 
それで，入りますと ，その大殿様， 家のご主人様が ， 「さあ きあ ，私のそばに 
おいで，おいでりと 言うものですから ，私は荷物を 持って入って ，すぐ足をそ 
ばから洗われて 連れて行かれ ，家のご主人様，大殿様のいる 所へすぐに連れて 
行かれました・ 行きましたところ ，「さあ さあ ，私のそばにおいで ，おいで，あ 
なたが 今 初めて来た者なのなら ，私のところにまだ 誰も来たことがなく ，アイ 
ヌの売り物がほしいと 思っても，誰も 来たことがないので ，私もうらやましく 
思っていたが ，いいあ んばいにあ なたが来てくれた・ さあ 入りなさい，入りな 
さい・」 と日本語もちょっとまじえて 言いました・ ( 言 う ものだから ) それから， 
私がそばに座りますと ， ご主人は喜んで ， 
「私にはひとりの 息子があ ります・ ところが， それはそれは 太刀さほきも 上 
手 ，槍も上手，学問もよくできるのですが ，あ まりに気性が 激しくて，間違い 
なく私の息子なのですけれども ，わが子とも 思えず，恐ろしくて ，何も，言う 
ことには 0t からう ) そむくこともできません・ 言うことには 一言もそむくこと 
ができないぼ ど 気性の激しい 月 、子を私は持っているのですが ，毎日毎日鳥を 打 
ちに， 山 へ行って，そして 晩になってやっと 山から帰って 来ますが，帰って 来
ても，私たちは ，話しかけることもできず ， 月 、子も私たちに 向かって話しかけ 
もしないで，すぐ 寝間に行き，食事を 出してあ げて，食事をすると ，それから 
またもや顔色に 人が這うように 真っ赤になって 怒りを表して ，また朝になると ， 
起きて，すぐ 鉄砲を取って 出て行きます・そして ， r, 鳥を打って来る つ と言っ 
て， 山 へ行っては，晩になって 帰って来ています・そういう 息子で，わが 子な 
のですけれども ，その気性が 激しいところが ， 私たちは恐ろしいのです・ ( 帰 
って・‥ ) もうそろそろ 晩ですから，帰って 来るでしようから ，きちんとかしこま 
って， さっさと礼拝して 下さいね リと 私に言いました・ 
私はひどく恐ろしい 気持ちがしていました・びくびくしながら 待っています 
と，そのうちに ，晩になりました・すると ，なるほど， ほわ とうに，戸を 開け 
てくれという 声がして，戸を 開けてもらった 者が，入って 来て，私が見たのは ， 
それこそおさひろい 注 乃の中でも一番上のお 方 ， 勇者の顔つきをしていて ， 並 
注 1) ottena は多くの場合，和人が 決めた役人を 指す 語だが，ここでは 語り手 サダ モさ 
ん 自身が「おっさん ，おっさん」と 和訳した・後の 部分では「親方」と 訳しておく  
注      。。 "% ほ鍔 、 % ま。 偶ぐ ㌔ 冤 ㌔ 群弓品蹴 ㌔ 疋 ，  se; 恩ツ菓 :軍ぜ 竪篠撹探 
ら 「おさわらい」と 訳しておく  
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kor,@ sikeri@ukotukot@ r ， ahun@hine ， ora@ ahun@wa,@ oro@ ta@ an@ uske@ un
arpa@kor,@ "@aynu@ottena,@isam@un@ekte van!・ sekor”awean ， kor‖rpa 
ruwe@ ne  
hine orano nea cise-kor-tono umurek anakne aryaykesnukar ・ "‘ne 
hawean@hi@anak@aakkari@ka@eaykap@ pe  ne@ na ， sisam@ un  aearpare@ sekor 
kane,@hawean@hawe@ne@na ， sinu@kane@reye@kane@sama@un@arpa@wa@nep 
ye@yakka@pirkano@tasa@eytak ， iteki@iruska@kunine@pirkano@tasa@eytak@yak 
easi   ， pirka@ p@ ne@ na ， "@ sekor@ kane@ nerok@ tono@ umurek@ haweoka@ kor, 
earyaykesnukarpa ・ 
korka@ "@ene@ hawean@ hi@ ne@ na ， hokure@ sama@ un@ arpa@ arpa!@"@ sekor 
kane ， iyepa@ hine@ ora@ sama@ un@ aitura@ hine,@ aiyeapamaka@hine,@ arpaan 
ruwe@ne@akusu ， "@hetak@hetak,@is9 Ⅲ un ek@ek!@ is8 Ⅲ un@ek@W8@apekur 
apekur@@@sekorkane Ⅰ ryekorslsamt 百 ttatata   
hine ， sama@un@arpaan@ruwe@ne@akusu ， "@hntak@tun@e@atarimae@hokure ， 
kotco@kar@wa ， tun@(e)@ku@kuni@ sake@ hem ， turano@ korwa@ arki@yan@ arki 
yan ， "@sekor@kane ， hawean@(cikay) ， ae wanke@utar@eun@ki@akusu ， neno ， 
tono@e@usa@okay@pe@aep@pirka@hi ， sake@pirka@hi@arura@a@arura@a@hine@tun 
atarimae ， isam@un@aari@ruwe@ne@hine ， iikure ， yaykata@ka@ ku   
"@hokure@ hokure@ipean@yak@ pirka ， hokure@ikuan@yak@ pirka@ pir a!@" 
sekor@kane@hawean ， ikuan ， isitomaan@pe@ e@kusu@hokure@ a@ikuan@ka 
somo@ki ， "@na@hokure@ikuan@yak@pirka ・ "@sekor@h wean@kor@ikoiyomare 
hike@ka ， aku@ka@koyaykus@pekor@ikian@kor ， hokure@ka@ a u@ka@somo@ki 
no ， orano@ ipean ， iku@ayne@oraun,@ ikouwepekennu ・ "@hunak@W8@ek@pe 
ene@ruwe@an?@mak@aye@kotan@wa@eek@pe@an?@"@sekor@kane@hawean ・ 
hi@kusu ， "@mak@an@kusu@ene ， aonaha@ 。 oka@anakne ， somo@aki@kuni@p 
tonokouymam@ne@na ・ ne@wa@kusu ， iteki@etonokouymam@yak@ pirka@na・ ， 
sekor@hawean@a@p ， hnta@kusu@hawean@hi@ne@aan@hine ， tonokouymam'an 
tanepo@ki@hine@oraun@akotanu@aye@ciki@he@pirka?@mak@ne@ciki@ pirka? " 
sekor ， yaynuan@ ayne ， semekatki@ kotan@ areko ， hine ， "@oro@ waekan@pe 
ne ・ "@sekor@haweanan@akus@"@an@pe@he@an?@"@sekor@hawean ・ "@an@pe@ne ， " 
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0 者とは顔つきからして 違っていて， それはもう，若殿でも ，見ただけで 恐ろ 
しいもの， 目は小さな星のようにキラキラ 光って， そこらじゆう 見わたして， 
目玉を ギョロ ギョ コ 光らせながら 入って来ました・ 入って来て，自分の 部屋へ 
行きながら， 「アイヌの親方を 私のそばによこしなさい りと 言いながら， 自分 
の部屋へ行きました・ 
それからあ のご主人様夫妻は 困りき っ ています・ 「言ったことには ， さから 
うことはできないのですよ・ 自分のそばに 来るようにと 言うのですから ，膝で 
歩いて，這って ，そばに行って ，何を言われても 上手に返答し ，怒らせないよ 
うに上手に返答しなくてはいけませんよ り とそのご夫婦は 言いながら  すっ 
かり， 困りき っ ていました・ 
けれども，「そう 言っているのですから ， 早くそばに行きなさい ， 行きなさ 
い・」とご夫婦に 言われて， そばに連れて 行かれて， 戸を開けてもらって ， 行 
きましたところ ， 若殿は， 「さあ さあ ，そばに来い 来い，そばに 来て火にあ た 
れ，あ たれⅠと言いながら 自分のかたわらを ， トンドン叩きました・ 
そして， 私がそばに行きますと ， 「さあ ，二人が食べる 分 ，早く， ごちそう 
を作って， 二人が ( 食べる 撤む 酒も一緒に持って 来なさい， 来 なきい・」と ( 使 
い ) 奉公人たちに 言いました・すると ， そのとおりに ， 身分の高い和人の 食べ 
る，いろいろなもの ，食べものの 上等なもの，お 酒のうまいのを ，次々に運ん 
で来て，二人分を 私のそばに置きました・ そして若殿は ， 私にお酒を飲ませ ， 
自分も飲みました・ 
「さあ ， どんどん食べるがよい ， どんどん飲むがよい ， 飲め飲め・」と 言いま 
した・私はお 酒を飲みましたが ，恐ろしいものですから ，そんなに ガノガフ  飲
みもしませんでした． 「もっとどんどん 飲むがよい」と 言いながら， お酒を注 
いでくれましたがれども ， 私は飲めないふりをして ， ガブ ガブ飲みもしない 
で ，食事をしました・ 若殿はぐいぐい 飲んでいて， しばらくして 私に尋ねまし 
た．「どこから 来たのか ? 何という村から 来たのか ? 」と言いました・ 
ですから， 「どういうわけでか ，あ のように， 父は デ 私たちは木口人の 所へ交 
易に行ってほいけないのだよ・だから 決しておまえも 和人の所へ交易に 行くん 
じ やないよ つ と言ったものを ，これはきっと ， 何かわけがあ ってそう言ったに 
ちがいない， 今 初めて和人の 所へ交易に来て ，ここで私の 村の名前を言ったら 
いいか， ど う したらいいか㍉としばらく 考えてから， とんでもない 村の名を 
言って ， 「そこから私はやって 来たのです リと 言いました・すると ，「本当か㍉ 
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sekor@haweanan ， h np k@ henpak@ suy  "@sonno@ an@ pe@ he@ eye?@"@ sekor 
kane@hawean ・ "@sonno@an@pe@ne@wa@tanepo@apkas@pe@ane ・ "  se or  kane ， 
haweanan@@D,@"@eunuhu@ka@eonaha@ka@an@pe@he@ an?@"@ sek r@ ikouwepe- 
kennu. Ⅱ aun 丘hu  ka,aon 百 uⅠa で ika0kako で ka,taneonnepawainukurpa 
utar@ne@wa ， kasi@aoyki@kor@an@pe@ane@korka ， tanepo@ t nokoapkas ， an@sir 
ne@wa ，"@ sekor@haweanan ・ 
akus ， "@yakun@pirka@wa ・ h we@ne@yakun@hokure@ipe@ipe!@iku@iku!@wa 
oraun@nIsattaanakne,(ltura...ltura すと れ m Ⅰ )lyosarpakuniramu. ゐ 0 れ。 
maciya@opes ， earpa@ayne@maciya@imak@ta@pon@nay@an@nankor@kus,@ne@wa 
an@pon@nay@turasi@asinuma@patek@ekimne@arpaan@ranke@ kesto@ n  kor 
arpaan@sanan@ruwehe,@arukoci@(hosu@ ，，， )@ru ， ane@ru@ne@W8@an@nankor 
kusu,@turasi@earpa,@earpa@ayne@anan@uske@unno@earpa@nankor@kusu,@iyos 
arpa@hani!@"@sekor@kane@hawean   
hine  るsean  a  an  a  kor  ora, sisam  土百 tatata, Ⅱ hokure  isam  ta  ho 屯 kean 
yak@pirka@ pirka!@"@sekor@hawean@kor,@sisam@tatatata@p@ne@kusu@sama@ta 
aehotkehi@@2)@ akar@ orano@ wenisitomaan@ k r,@ orano@ sama@ ta@ hotkean 
hike ， iisone@ka ， si nuan ・ hine@kunneywa@an   
hine@kunneywa@an@akus@suy@ipe@tek@hine@oraun ， cisoekatta@ tuyka@ t  ， 
  aynu@ottena,@tun@atarimay@aep@sere@wa@iyos@arpare@yan ・ "@sekor@hawean 
kor@soyne ・ ruwe@ne@hine ， cise-kor-tono@umurek@orano@haweoka@siknuan 
wa ， sirpeker@ hi@ eyaykopuntekpa@ wa@ orano@ mina@ kane@ usa@ okay@ pe 
iyekoysoytak@kor,@okaan@ruwe@ne@ayne@ "@iye@p anak@ahayta@ aykap@ pe 
ne@kusu ， hetak ， tokap@ecie@kuni@p ， t @atarimay@usa@pirka@aep ， ese@wa 
os  earpa.  earpa  kuni  eepakasnu  a  ciki  kari  earpa  nankor  na."  sekor 
kane,@ cise-kor-tono@ hawean@ hine,@ neno ， usa@ tun@ atarimay@ usa@ aepi, 
keraan@aep@aisere@hine,@ase@hine@arpaan   
maciya@imak@ta@arpaan@akusu@sonno@ka ， iye@p koraci@po @nay@an@hine 
注 l) hawean と言っているが ， haweanm と 言うべきところ・ 
注 2) eholkehi と言っているが ，語り手の サダモ さん自身によつて aehotkehi と訂正し 
た  
一 8 一 
と 言います・「本当です リと 私は言いました・ 何度も何度も「本当のことを 言 
っているのか㍉と 聞きます・「本当のことです・そして 今 初めてやって 来たの 
です・」と私は 言いました・ 彼は ， 「母親も父親もいるのか ? 」 と私に尋ねまし 
た・「母も父もいますけれども ，今はもう午をとって 体も自由に動かないので ， 
私が養っているのですけれども ， このたび初めて 和人の国に交易に 来たのです 
よ ・」と私は言いました． 
すると， 「それならいいよ・ それなら， さあ さあ 食べなさい， 食べなさい・ 
飲みなさい， 飲みなさい・ そして明日は ( 私について来い ，ついて来い - じ や 
な い 私のあ とから行くつもりでいなさい・ この W の家並みにそって ， しばら 
く下手の方へ 行くと， 町の向こうに 小沢があ るから， その小沢をさかのぼっ 
て ，私がいつも 山へ狩りに行き ，毎日毎日行ったり ，帰ったりする 道，私の踏 
み固めた跡が 細道になっているから ，それをたどって 上って行きなさい・ そし 
て ずうつと 行くと， 私のいる前まで 行くから， 私のあ とから来なさいよ・」 と 
言いました・ 
そして私はハイハイと 何度も返事をしました・すると ，それから彼は 自分の 
かたわらをトントン 叩き， 「さあ ，私のそばに 損なさい， 寝 なさい・」と 言いな 
がら， 自分のかたわらをトントン 叩くものですから ，私は彼のそばに 寝床を作 
り，それからひどく 恐ろしく思いながら ，そのそばに 寝ましたけれど ， よくま 
あ 殺されもせずに ，生きていて ，朝になりました・ 
そして朝になると ，若殿はまたちょっと 食べてから，家を 飛び出して行きま 
した・ 出がけに，「アイヌの 親方に二人分の 食べ物を背負わせて ， 私のあ とか 
も よこしなさい・」 と言いながら 出かけて行き ， そうして， 家のご主人様夫妻 
がそれから言いました・ 私が生きたままで ，夜が明けたのを 喜んで，それから 
にこにこ笑いながら ，いろいろなことを 私に言舌していました・ じばらくそうし 
ていてから， 「言われたことにはそむくことができないのですから ， さあ ， あ 
なたがたがお 昼に食べるもの ， 二人分の， いろいろな上等な 食べ物を背負っ 
て ，あ とから行きなさい・ 行き方を教えられたなら ，そこから行くんですよⅠ 
と家のご主人様が 言いました・ 私はそのとおり ，いろいろ，私たち 二人分の食 
べ物，おいしい 食べ物を背負わされて ，背負って行きました・ 
町の向こうまで 行きますと，本当に ，言われたとおり ，小沢があ って， 沢づ 
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nay@turasi@arpa,@ san@sinenne@ruwehe@ne@a@noyne ， siran  huskotoy@wa 
ene@iki@kor@an@pe@ne@a@noyne@rukocihi ， cininani a hine@siran@hine@aopes 
wa@arpaan@ayne@too@kim@ta@arpaan ・ akus,@siyetok@un@ ynu@pon@cise@anu- 
kar ， iranmakaka@an@cisekitaykoraye@kane@an@iranmakaka@ upnatara@no 
akar ， aynu@pon@cise@asir@pon@else@an@ruwe@anukar@kor@arpaan   
tomo@unno@ru@@@@ an@pe@ne kus@tomo@unno@arpaan ・ ruwe@ e@ hine, 
arpaan,@nisapno@cisesoy@aosma@ka@eyayramkar@ratcitara@arpaan,@ apunno 
ki@akus@siyetok@un@aynu@sinotcaki@haw@paro@askay,@paro@ askay@ kk yo 
sinotcaki@haw@iyetok@un@aynu@sinotcaki@haw@as@kor@siran   
hine,@oro@ta@arpaan,@arpaan@ruwe@ne@akusu ， else@soy@ta@arpaan@akusu 
hawetoko@koeskari@hine@ora,@"@hokure@ahun@ahun ， " sekor@nea@pon tono 
mina@kane@an@hine@"@hokure@ahun@ahun ， "@sekor kane iye@hine,@ ahunan 
ruwe@ne@akusu ， orano@somo@nep@ye@no@an@ayne@itak@hawe@ene@an@hi   
"@taan@aynu@ottena@ene@Wa,@yani@aerayke@katu@ene@an@hi,@ehawean@hi 
renkayne@erekuci@auk@tek@nankor@sekor@yaynuan@a@p ， oya@kotan@or@wa 
eek@pe@ne@hawe@ne ・ W @sonno@eye@p@ne@yakun@aesiknure@katu@ene@an@hi ， 
aonaha@an,@aunuhu@an ， aakihi@anak@na@yarpe-sam-oma-p@ne ・ sinuma 
ponno@poroan-sekor@ne@yakun,@ta,@ahuskore@p@ne@kusu ， na@ ponpe@ne 
hawe@ ne@ nankor812)-hine,@ tup@ ane@ wa@ aonaha@ aunuhu@ itura@ wa, 
uymam'an@kusu,@aunuutari@uymam@kusu@iturapa@hine,@tan@sisam@maciya 
o イ ta  aFkian   
taa@ oro@ ta@ okaan,@ anan@ tono@ or@ ta@ arkian@ ruwe@ ne@ akusu,@ mak@ ne 
hine@aunuhu@aonaha@kira@hine@yap ， hine@oraun@Snenne@aihoppa@ to o 
or@ta@ki@p@ ne@ kusu,@ orano@ cisan@ @ an@ a@ paraparak'an@ kor@ aonaha! 
aunuhu!'@ sekor@ haweanan@ kor@ paraparak ， an@ kor,@ episne@ hoyupuan 
kusu@ne@kor ， ta@aonaha@ne@tono@aunuhu@ne ， okkasan@ikisma@wa@oro@wano 
ikoyaywennukar,@akiCs@ani@kunne@hene@tokap@hene@ikoyaywennukarpa 
注 1) 「 uwe と言っているが ，語り手の サダモ さん自身によって ru と訂正した   
注 2) 語り手 サダモ さんの洋   
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たいに上り下りしてひとりで 歩いた跡らしくなっています・ ずっと前からその 
ように行き来していたらしく ，足跡が，びっしりついています・ そしてその足 
跡をたどって 行って ，ずぅっと 山の中まで行きました・すると ，行く手にアイ 
ヌの 上 /N 、 尾が見えました・すばらしくきれいな ，屋根も格好よくきちんと 作ら 
れている，すばらしくきれいにきちんとしめて 作られた，アイヌの 小屋，新し 
い か t な 小屋があ るのを私は見ながら 行きました・ 
まっすぐその 家に向かってずっと 跡があ るので， 私は まっすぐその 家に向か 
って行きました・ そうして行きましたが ， あ んまりすぐに 家の門口まで 行って 
しまうのもためらわれ ， ゆっくり行きました・ 静かに行きますと ，行く手の方 
に， アイヌの歌う 声がそれはそれは 上手に，上手な 男の歌う声が 前方に， アイ 
ヌ の歌 う 声がしていました． 
そして，私はそこまで 行きました・ 行きましたところ ，家の門口まで 行きま 
すと，その歌声がぴたっと 止んで， 「さあ ，入りなさい ，入りなさい・」とあ の 
若殿がにこにこ 笑っていて， 「さあ ， 入りなきい， 入りなきい・」と 言います・ 
私が入りますと ， それから彼はしばらく 何も言わないでいてから ， このように 
話しはじめました． 
「アイヌの親方のあ なたをもう少しで 殺すところだった． というのはあ なた 
の言うこと次第ではあ なたの首をちょん 切ろうと思っていたのだけれど ，あ な 
たはよその村から 来たのだと言うのだから ，本当にあ なたの言うとおりなのな 
ら， あ なたを生かそう・ そのわけはこうだ． 
私には父と母がいて ，弟はまだおしめにくるまった 乳 飲み児だった・ 私は少、 
し 大きかった  というのほつまり ，あ とにまだ子供ができたのだから ， この 
上の子もまだ 幼い子だったんでしょう  そして，私たち 二人とも 父 と母に連 
れられて交易に ， 母 たちが，交易をしに 私たちを連れて 来て， この和人の町に 
やって来た． 
そこに， そこのところに 今私たちがいる ，私が住んでいる ，和人の所に ， 私 
たちがやって 来ると， どうしたわけか ，母と父は逃げて 帰ってしまった・ そし 
て私は， ひとり和人の 所に置き去りにされたものだから ， それから私は 泣い 
て，わあ わあ 泣き叫びながら ， r おとうさん ! おかおさんしと 言って泣き叫び 
ながら，浜の 方へ走って行こうとすると ，今の父であ る木口人の旦那と 母であ る 
おっかさんが 私をつかまえて ，それから私のことで ，切ない思いをし ，私が泣 
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kor ， (i)@nen@nen ， (iram@ ， ・ ， )@aeramasuno@okay@pe@ka@inukare@aeramasuno 
oka@aesinot@pe@ka@inukare@yakka ， aesi kikki @aotetterke@kor@akiparaparak   
henpak@henpak@ancikar@ka@somo@mokor@no@iyerayninnepa   
oraun‘asir‖iresu〔atu｝ika｝］e〔usu,｛ra‘ne〔anpi〔a‖iyepakasnu, 
emus@ ka@ aiyepakasnu,@ op@ ka@ aiyepakasnu@kor,@ aonaha@ aunuhu@ aynu 
nepa@a@p@oraun,@kanpi@ka@aerampewtek@emus@ka@aerampewtek,@op@ ka 
aerampewtek@yakun,@'@aynu@ne@a@kusu@ene@aresu@yakka@oronpe@ka@isam ， ' 
sekor ， aonaha@ne@tono@aunuhu@ne@tonomat@yaynu@kunihi@aeyayniwkeste 
wa@kusu ， mosma@kur@akkari@op@ka@aeaskay@emus@ka@aeaskay@ k npi@ka 
aeaskay ， remetok@ka@akor ， sitoma@p@anak@sinep@ka@isam@ no@ yaynuan 
pe@ne@ruwe@ne@wa ， ene@he@tap ， aunuutari@os@aokanospa@wa@paraparak ， an 
kor@aokanospa@a@p,@ nea@ akihi@ene@wa,@ sinen@ene@wa@aunuutari@ eresu 
wa@pakno@eporo,@aakihi@poro@yakun@te@pakno@an@kuni@aramu@wa@kusu, 
aekouwepekennu@hawe@ne@a@p,@mosma@kur@ene@yak@eye@kus@aesiknure   
aakihi@ ne@ sekor@ ehawean@ y kun@ arayke@ oraasinuma@ ka@ ray'an@ kuni 
patek  a 亡 am 血  
ruwe@ne@a@p@mosma@kur@ene@hawe@ne@yakun@ene@ene@ne@wa@ oraun ， 
aonaha@ aunuhu@ aesikarun@ we kasu@ ki@ kor， patek@ aeyaykosiramsuypa 
kor ， neun@kanpi@aeaskay@emus@aeaskay@yakka@anan@kotcake@ t @ aunuhu 
ne@a@ p aonaha@ne@ a p@ anan@kotcake@eun@pekor@yaynuan@ kor ， ipe@ a
aetoranne ・ ka pinuye@ka@aetoranne ， kor@anan ， (poroa @hi@ pak)@ poroan 
pakno@ki@ruwe@ne@ayne ， ne@an@cise@or@ta@okaan@apekor@yaynuan ， Wa 
kusu ， ， cikapkoykian ， sekor@haweanan@kor@ekimnean@yakka@ cikapkoy- 
kian@ hene@ ki@ kusu@ikian@ h @ k @ somo@ ne ． ene@ an@ cise@ orta@ okaan@ airesu 
apekor@yaynuan@a@Cse,@akar@wa,@poka@aesanpesituri@rusuy@kusu@ene@ an 
pon@cise@akar@oraun ， ene@a n ha@ihoski@ka@ki@iku@ka@ki@wa@ hoski@kor 
ene@ sinotcaki@hawean@ apekor@yaynuan@hi ， neno@ h weanan@ kor ， iyotta 
aesanpeSturi@wa@kusu@ene@haweanan@kor@te@ta@ekan@wa@ pon@cise@a a  
wa@ora@oro@ta@anan@wa@aynu@sinotca@aye@a@aye@a@aye@a,@wa@aeyaysanpesi- 
turire@kor@ora@sanan@ranke@kor ， cikap@akoyki@kus@ene@ e imnean@sir@ ne
kunak@ aonaha@ unuhu@ ramupa@ kor ， oka@ ranke@ ruwe@ ne@ korka ， kor 
rametok@sitomapa@wa ， nen@ka@haweoka@ka@somo@ki ・ pe@ne wa@te@pakno 
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くために，夜も 最も今の両親は ， 切ない 把、 いをしながら ， なにやかにや ，おも 
しろいものを 見せてくれ，おもしろいおもちゃを 見せてくれるけれども ，私は 
それをバンバンと 下にたたきつけ ， ぎゅうぎゅう ふ みつけながら ，わあ わあ 、 泣 
いた・ 幾 暁も 幾 晩も眠らずに 一所懸命に骨を 折って私をお 守りしてくれた・ 
それから本当によく 育ててくれたものだから ，このように 学問も教えてもら 
い，刀も教えてもらい ，槍も教えてもらって ，私の父母はアイヌだったが ，そ 
れで， 私が学問もわからない ， 刀も使えない ，槍もできないならば ， r アイヌ 
だったから， このように， 育てても何にもならないせと 父であ る 殿 ， 母であ 
る奥方に思われるのは ，情けないから ，他の人よりも ，槍も上手に ，刀も上手 
に ，学問もよくできるようになった・ 度胸もついた・ こわいものはひとつもな 
いように思うのだ． そしてあ んなに母たちのあ とを慕って泣き 叫びながら追い 
かけたが， あ の私の弟が， あ なたで， あ なたひとりで 私の母たちに 育てられ 
て，ここまで 大きくなったのだろう ，弟が大きくなったら ，このくらいになっ 
ているだろうと 私は思ったから ，それで， 尋ねたのだったが ，・別人だと 言っ 
たから，あ なたを生かした  私の弟だと言ったら ，殺して，私も 死のうとばか 
り思っていた． 
でもあ なたが別人だというのならば ， どういうわけでこうしているのか ， ふ 
しぎに思 う だろうから，言って 聞かせるのだが ，あ んまり父母が 恋しくて， 父 
母のことばかり 考えていると ， どんなに学問ができ ，刀が上手でも ，自分の目 
の前に， 母 だった人， 父 だった人が，自分の 目の前に見えるよ j な 気がして， 
ものを食べる 気にもならない・ 学問をする気にもならない・そうしていて ， 大 
きくなるまで ，そのように 暮らしていたけれど ，こんなふうな 家に住んでいた 
ような気がしたから ， r, 烏を打ちに行く コと 言っては， 山 へ行くけれども ，，島 
を打ったりするために 出かけるのではない・こんなふうな 家に住んでいて 育て 
られたように 偲、 った ，そのとおりの 家を作って，せめて 気を晴らしたかったの 
で，こんなふうな 小屋を作り，それから ，父が酔っぱもったり ，酒をのんだり 
して酔うと，こんなふうに 歌を歌っていたような 気がする，そのとおりに 歌う 
と，一番気が 晴れるので，こうして 歌いながらここに 来て，小屋を 作って，そ 
れからここにいて ，アイヌの歌をあ れこれ歌って 歌って歌って ，自分の気を 晴
らしてから， 家へ 帰っていくのだ・ 鳥を打ちに山へ 行っているのだと ，父母は 
思っているのだけれど ，私の気，陛の 激しさを恐れて ，何も言いもしない・それ 
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okaan@ruwe@ne@a@korka ， ta@ainukar@wa@ene@yaynuan@wa ， si otcakian@hi ， 
ene@yaynuan@wa@cisekaran@ruwe ， enukar,@wa@iyerampokiwen@wa,@te@wano 
ikoapkas@ka@ki@oraun ， te@w no@anakne@aye@wa@(aesanpe@ ・ ，， )@aesanpesi ， 
tu で ikusu, tewano  anakne, aon 乙 ha  ne  止 ono, aun 丘 hu  ne Ⅰ onomat,yep 
anakne,@ahayta@ka@somo@ki@kus@ne ， maan wa@a ukarepa@ka@ki ・ (e     
ean@rapokke@wano ， iranm kaka@akoytakpa ・ minaan@ruwe@ nukarepa@ka 
eramiskari@no@te@ pakno@anan@pe@ne@ @korka ， ta towano@ tap@ iwakan 
onuman@iwakan@uturaan@wa@ki@yakun ， cikap ako ki@yak@ase@hem@ki@wa 
iwakan@ wa@ oraun,@ orano@ anakne,@ aonaha@ ne@ kusu@ aonaha@ ene@ irespa 
siri@pirka@rok@pe@ne@kusu ， aonaha-kohawkor@aunuhu-kohawkor@aki@kor, 
orano@ po@ hene@ nep@ ne@ yakka@ ( eays@ ，， ・ )@ aeaskay@ wa@ iteki@ aiyoasta 
kunne@tono@oka,@asikkasma@(pa)@pase@tono,@ o akehe,@sine@po@ neno  an 
pe@ane@kusu ， okake@asikkasma@wa@easir ， p s @tono@ne@anan@kusu@ne@na   
eyan@wa@ne@yakka@iteki@iyoyra@no@tapne@kane@hawean@pe@ anuk r@ sek r 
eyaynu@kor@eyan@yak@pirka@kus@ne@na ， "@se or kane@ikoysoytak   
c@@   kor@ye@p@ne@kusu@asinuma@ka cis n‖‖n‖ ・ ayupihi ne awe］e 
kuni@aramu ・ ene@ikipa@aunuhu@aonaha@ene,@poho@(hoppapa@wa@oraun) 
tono@korpare@wa@hoppapa@wa@kusu@oraun,@tonokouymam@ka@eaykap@wa, 
kusu@ hawean@ hi@ aoka@ anak@ tonokouymam@ somo  an@ pe@ ne@ na@ sekor, 
hawean@hi@ne@hine@kusu ， hawean@hi@ne@aan@hi ， ne@kuni@aramu@ora@aye 
ka@aeyayramkar@akihi@ane@(yay@ ， ・ ， )@sekor@haweanan@yakun@irayke@hawe 
ne@p@ne@kusu ， aye@ka@sitoma@p@ne@kusu@somo@aye@korka@po@hene@ ci i 
aki@a@aki@a ， "@oroyaciki ， yup@ne@manu@p@akor@wa@an@pe ， "@sekor@yaynuan ・ 
wa@ cisan@ a  an@ a  
ora@nea@pon@tono@ka@nea@ayupi@ka@cis@a@cis@a@kor,@to@epitta ， nen@nen 
ikoysoytak@aikoysoytak@ayne@oraun,@(konto}@cikapkoyki@hine@cikap@tup 
ka@rep@ka@rayke@hine@oraun ， (ase@kane)@isere@hine@ase@kane@hine@onuman 
kane@iwakan ・ siyeapamakayar@tan@pe@or@ta@mina@kane@an@hine@siyeapa- 
makayar ， 
"@tanepo ， iwakan@na ， t nto@anak ， te@pakno@cikap@aeomken@a@korka ， 
Ⅰ anepo  cikap  Ⅰ up ka  亡 ep  ka  arayke  ( プは 少少 乙 Ⅰ i)  aynu  ottena  atu で 百 akus 
cikap@arayke@wa@ekan ， "@s or， hawean@emina@a@emina@a@kor@ki@akusu ， 
nea@tono@ka@emina@kane@sikihi@sikno@wakka@hetuku@kane ， nea@katkemat 
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で ， これまで暮らしてきたのだったけれど ， このように，見られて ，私がどう 
思って歌っているか ， どう思って家を 建てたのかを ，あ なたが見て，私を 気の 
毒に思って， これからしょっちゆう 行き来してくれたまえ・それから ，これか 
らは， しゃべって気が 晴れたから，これからは ，父であ る 殿 ，母であ る奥方の 
言うことにはそむかないことにする・ 笑ってみせもしよう・ あ なたのいるうち 
から， ち やんと立派に 話しかける・ 今まで笑ってみせることもなかったけれ 
ど，今日からは ， 今 帰り，晩に連れ 立って家に帰ったら ，鳥を打ったら 背負い 
もして，帰って ，それからは ， 父 だから，父の 育て方がよかったのだから ，父 
には父親に言舌すように 言舌 し ，母には母親に 言舌すように 話して， これからは，な 
おいっそう，何でもよくできるようになり ，人にばかにされないように ，殿の 
跡を継いで，大殿様の 跡，私は一人自子だから ，跡を継いで ，本当に立派なさ 
め らいになるから ，あ なたは く にに帰っても ，私を忘れないで ，このように 話 
をした者に会ったと 居 、 いながら，帰ってくれよ・」と 私に話しました・ 
泣きながら言 う ものですから ，私も泣いてしまいました・ 私の兄なのだなあ 
と 思いました． そんなことをしたのか ， 私の母と父が ，あ のように息子を ( 置 
いて ) オロ人にやって 置いて行ったので ，それから，和人との 交易もできないで ， 
そういうわけで ， 私たちは和人との 交易をしないのだぞと 言ったのだ・ それ 
で，あ あ 言ったのだったんだなあ と思って，それから ，あ えてそのことを 言わ 
ないで， 私が弟ですと 言ったら， 私を殺すと言うので ， 言うのも恐ろしいか 
ら， 言いませんけれども ， そのことで， なおいっそう 泣きました・ 「そうか， 
なるほど， 私には， 兄 というものがあ ったのだなあ ・」と思って ， ずいぶん泣 
きました． 
それからその 若殿も，つまり ，その私の兄も ，泣いて泣いて ，一日じゆう 私 
たちは何やかや 話をしあ っていましたが ，それから，彼は 鳥を打ち，鳥を 二羽 
も三羽もとって ， それから， ( 私は背負って ) 私に背負わせて ， 私は背負って ， 
晩になって私たちは 家に帰りました・ 彼は戸を開けてくれと 言いましたが ，今 
までになく，にこにこ 笑いながら，戸を 開けてくれと 言いました・ 
「ただいま帰りましたよ・ きょうは，今まで 鳥がとれなかったけれど ，今切 
めて，鳥を二羽も 三羽もとりました・ ( やっぽり ) アイヌの親方と 一緒だったか 
ら鳥をとって 来ましたりと ，にこにこ笑いながら 言いますと，その 殿様もにこ 
にこ笑いながら ，その 日 いっぱいに水が 出てきて，奥様も ，涙をはらはら こぽ 
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しながら，   自  子が今初めて 笑ったのを見たものですから ， 泣きながら喜んで ， 
それから，私に ネし 拝を何度もくり 返しました・ 
「親方が言ったことがよかったから ，このように 息、 子も今は心がよくなって ， 
これからは私の 跡を継ごうと ， このように心を 決め，考えてくれたので ， うれ 
しく思い，いっそう 感謝しますよⅠと 家のご主人様が 言いますと，その 若殿も， 
つまり私の兄も ，それこそ，にこにこしながら ， どれから話したらいいかと 言 
う ほど，いろいろな 話をし，毎日毎日， 「 きあ ， まだしばらくいなさい ，いな 
きい Ⅰと言われますけれど ，私は恐ろしくて ， どうかして付から 一緒に来た人 
たちが，私だとでも 言い，私が彼の 弟だとでも言 う のを彼が聞いたら ，殺され 
てしまうと思って ，恐ろしいものですから ，大急ぎで く に へ 帰りました・それ 
から，いろいろなものの 大荷物を持たされ ，ほんとうにまあ 特別にいろいろな 
ものをいい値段で 交換してくれて ，私はそれを ，船に積み，船のともに 座って， 
その船荷を見ながら ， くに に向かって船をこいで 行きました・ 私がついて行っ 
た人たちの何倍も ，たった一度行っただけがのに ，彼らが二度も 三度も行った 
のと同じくらい ，荷物を持たせてもらって 帰りますので ， うれしく 居 、 いながら 
帰りましたけれども ， 「さあ 早く帰って，私の 性悪な母， 性悪な父を，せめて 
ののしりでもして ，気を晴らそう リと思、 い ，「どういうわけで 父と母は， 兄を 
置き去りにして ， こんなことになったのだろう・」 と思いながら ， 腹 立たしく 
思い，兄のことを 考えながら，人知れず 泣きながら帰って 行きました・ 
そしてそれから 帰って， うちに帰り着いて ， 父 と母に， 「どうしてあ んなこ 
とを言ったのですか． r 私たちは和人と 交易しないんだぞ リ とあ なたたち ほ言 
っていたけれど ，なぜそうだったのですか P なぜあ なたたちは私を 行かせなか 
ったのですか P 」とおどすように 問いただしました・ 
すると， 「なにも， 悪気でしたことではないのだけれど ，おまえには ，兄さ 
んがいたのだよ・そして ，おまえの兄さんは ，もう，よちよち 走って歩きまわ 
るくらいになっていた． それからおまえはまだ ， おしめにくるまった 赤ん坊 
だった．おまえたち 二人とも連れて ，木口入と交易しに 行ったところ ， W を治め 
る大殿様，山の 町だか，浜の 町だかを治める 大殿様が子供がいないお 方で，そ 
こに，私たちは 招 じ入れられて ，幾日も泊められたところ ，彼らはその 私たち 
の年上の方の  息子をほしが つた ・ 
それから， とてもその子を 置いて， くに に帰ることは ， できない気がして ， 
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ていねいにお 断りしたのだけれども ， どうしてもほしがる・ そうして，六度も 
言うことに， 殿様が六度も 言うことにさからうことは ， できないものだから ， 
それから六度も 言われたら， もう， さからりことも ，できなくなってしまった 
から，承諾して ，それから，私たちはその 立派な息子を 置いて，泣きながら 帰 
って来たのだったが ，それだから ，おまえが行って ， どうかして，おまえが 弟 
だということをあ の子が知ったならば ， あ の子は /h へ きい時から目つきからして 
人と違っている 子供だったから ， どうかして，おまえが 殺されたら恐ろしいの 
で， r オロ 人 との交易には 行かないんだよ つ と言っていたのだよ・」と 言いまし 
た 
それから私は ， 両親をめちゃくちやにののしり ， ボカボカ ぶんなぐりまし 
た ・父にも母にもそうしたのですけれど ， 私は両親をののしって ， 「かくかく 
しかじかで，私の 兄だったと今わかった 人が，アイヌの 家を作って， こういう 
ふうなものの 中で育てられたような 気がするので ，せめて，そういう 家を作っ 
て気を晴らし ，それからどんなふうにお 父さんが歌っていたかを 聞いていたか 
ら，お父さんが 歌った歌のとおりに 歌っているんだというふうに ，身の上話を 
して，そして 二人でさんざん・ 泣いたんだけれど ，私が弟だと 言ったらば殺され 
るから， 弟だともしゃべらずに ， 帰って来たのですりと 言いました・ それか 
ら両親はさめざめと 泣きました・ 「そうだろうともねえⅠと 言いながら泣き ， 
私も泣いて，そればかり 考えてつらく 思い， ああ かわいそうに ， まさか悪気で 
置いて来たのでほないとはいうものの ，あ まりに，気性が 激しすぎる人なもの 
ですから，それであ んなふうに思って ，そればかり 考えて， くやしがっていま 
したけれど， 今は， 「これからは 私は嫁ももらいます・ 嫁などいらないと 断っ 
ていましたけれど ，嫁をもらって 殿の跡を継ぎますⅠとも 言ったものでしたか 
ら，私が帰ったら ，その後で嫁をもらうだろうとも 私は思いました・その 時以 
来，私が弟だとい j ことがばれるのが 恐ろしい，行って 嘘をつき，弟ではない 
と言ったことが 恐ろしいから ，それから交易に 行きません・ 
というの・ だからね，そういうような 人たちでも， やほり 本州方面に残って 
いるのよ・そういう 場合えらい人たちだったら ，アイヌだとは 全然言わないで 
しょう．言 う わけにはいかないでしょう・だからどれだけアイヌの 系統がどこ 
にいるものだかわからない． 
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